







Effectiveness of social support of mothers of children with intellectual and 
developmental disabilities: Focus on SNS as a support resource
　Many studies on child rearing stress of mothers of children with intellectual and 
developmental disorders suggest the usefulness and necessity of social support. However, 
focusing on social networking service (SNS) which is a modern support resource, there 
are not find anything that examines its usage and usefulness. In this study, the use 
situation of social support including SNS for mothers of children with intellectual and 
developmental disorders were examined. Overall, SNS was not used as high as other 
support resources. However, especially when the age of the child was an infant and young 
child, the proportion of perceiving mother’s old friend as a social support resource was low. 
On the other hand, the proportion of perceiving acquaintances on SNS as a social support 
resource was high
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でも30代の母親は特に自分の両親をサポート源として
有効であると知覚していることが明らかになった．なお，
障害種によるソーシャルサポートの有効性としてダウ
ン症群はその他よりも高かった．
こうした結果をふまえ，今日の知的・発達障害児
をもつ母親にとってのSNSを含めた各種ソーシャルサ
ポートの有効性と支援のあり方について考察する．子
どもの年齢が幼児のとき，母親は自分の昔からの友人
をソーシャルサポートと知覚する割合は低く，SNS上
の知り合いをソーシャルサポートして有効であると知
覚する割合が高かった．またダウン症に比して発達障
害児の母親のほうがソーシャルサポートを有効ととら
える割合は低かった．これについて，子どもが小さい
うちは養育に手がかかるだけでなく，特に発達障害の
ある子どもの障害の告知から受け止めまで心理的に危
機にある時期であり，女性は「母親」としての役割と
「個」としての役割においてアイデンティティ葛藤に
ゆらぐ．したがって，この時期，そうした心理的危機
に対応する支援のあり方やソーシャルサポートの提供
が求められる．たとえば，障害児の親である前にひと
りの女性であることにも配慮した「個―母親統合子育
てプログラム」［5］のような心理教育的支援が有効であ
ろう．また携帯端末の普及と活用状況からすれば，こ
の時期に母親が欲している情報ニーズを明らかにした
上で，それに応じて携帯端末において行えるようなイ
ンターネットを介した支援のあり方も効果的だと考え
られる［6］．
5．まとめと今後の課題
本研究では知的・発達障害のある子どもをもつ母親
を対象にSNSも含めたソーシャルサポートの利用状況
を明らかにした．全体としてSNSは他のサポート源に
比して利用する割合は高くなかったが，特に子どもが
幼児のとき，自分の昔からの友人をソーシャルサポー
ト源と知覚する割合は低く，SNS上の知り合いをソー
シャルサポート源として知覚する割合が高かった．こ
のことは，現在の知的・発達障害のある子どもをもつ
母親が，情報端末の普及と使用の状況に関係なく自身
の育児においてソーシャルサポートとして有効と感じ
ていないことを示していた．
なお，今回の調査対象者はすでに親の会に所属したり
発達支援事業所を利用したりしていることから，何らか
のソーシャルサポートを受けているあるいは受けやすい
境遇にある人たちであったため，障害児の母親の母集団
を反映した結果ではないことに留意する必要がある．
また，今回の対象者は結果的に30代以上のものが
ほとんどであり，デジタルネイティブ世代ではない．
つまり母親が第一子をもった時は情報端末があたりま
えではなかった時代の人である．そのため，今回の結
果のみをもって，今の若い世代の母親にとってSNSが
ソーシャルサポートになり得ないとは端的にはいえな
いだろう．むしろ，診断告知により心理的危機にある
若い母親にとって同じ立場にある母親からの情報が手
軽に得られるため知覚されたソーシャルサポートとし
て即時性があり利用が容易であるという点ではメリッ
トである一方，中には偏向した知識・価値観の存在や
非専門家からの情報発信であるリスクが及ぼす影響も
含めて，有用性についての質的な側面を検討する必要
があるだろう．
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